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官房業務 ～官房とは謝ることと見つけたり～

行事の運営は思わぬ鬼門

中央官庁の官房は、企業の総務部と同様、人事や広報を含め組織全体を円滑に

運営していくために必要な様々な仕事を担当しています。防衛省も例外ではありませ

ん。中でも官房文書課には、文書法令業務、国会対応業務、情報公開業務、陳情対

応業務、行事関係業務などが集中しています。

役人生活の半分近い 16年間ほどを官房で過ごし、中でも文書課では係員、先任

部員及び課長を経験しました。防衛省の官房業務は「うまくいって当たり前で誰からも

褒められず、少しでも失敗や不具合があると各方面から厳しく叱られる」という割に合

わない仕事です。ネガティヴな意味ではありません。天邪鬼な性格も手伝って、私はこ

ういう仕事を決して嫌いではありません。むしろ大好きです。組織を支える「縁の下の

力持ちJ的な仕事は苦労が多いけれど、やりがいも大いにあるからです。

とりわけ、行事の運営は、日立たないけれどもとても重要な仕事です。防衛省は、秋

の自衛隊記念 日を中心として様々な行事を開催しています。特に、各 自衛隊が回り持

ちで主催する観閲式、観艦式、航空観閲式はよく知られています。官房文書課は、こ

れらの行事において総理や防衛大臣、来賓の国会議員や民間招待者などの VIPヘ
の対応を担当します。当 日までの間に開催部隊などとの間で綿密な調整を行い、細

心の注意を払つて準備をし、予行を経て本番に臨むのですが、それでも予期せぬトラ

ブルが発生する場合があります。官房長時代に行われた観閲式では、朝霞駅で民間

の VIP招待客に誤つた交通手段を伝えてしまったためスムーズに入場できず、客が怒

って式典に参加せずに帰つてしまったということがありました。役所側が招待したのに

入場もできなかつたというのでは申し開きの余地もなく、翌 日すぐに文書課長とともに

本人のもとへ飛んで行つて平身低頭謝罪に努めました。

また、各地に所在する自衛隊の駐屯地や基地ではそれぞれの開設記念 日などに

祝賀の式典や行事が開かれます。地元の人たちにたくさん参加してもらうために土 日

祝 日に開催されることが多いのですが、休み明けは文書課の行事担当者にとつて要

注意です。休 日に行われた行事の接遇などに不満を感じた国会議員らからクレーム

の電話がかかつてくるからです。席次が低かつた、挨拶の順序が遅かつた、来賓として

紹介されなかった等々クレームの内容は多様です。主催者側の配慮不足が原因の場

合も多いので、そういう時にはしかるべきレベルから謝罪するとともに、次回以降の行

事で改善を徹底しなければなりません。

車回しで出禁となった省移行式典

私が文書課長を務めた時期の最大のテーマは、防衛庁から防衛省への移行でし



た。2006年 (平成 18年 )秋の臨時国会で省移行法案が審議され、大変な苦労の末、

12月 15日 に野党も含めた賛成多数で法案が可決され、翌 2007年 (平成 19年)1月

9日 に防衛庁は省昇格を果たしました。法案審議は難航しましたが、省移行に伴う行

事も大変でした。法案成立から1か月足らずの間に来賓・招待者の確定、式次第の確

定、式典における記念講演の調整、来賓の席次の確定、案内の動線の確定などの準

備を大車輪で行い、1月 9日 に防衛省において行われた省移行式典には 100名 を超

える与野党国会議員が来賓として詰めかけました。当日は文書課長の私が司会進行

役を務め、式典 自体は何とか無事に終えることが出来ました。ところが、一斉に式典会

場の講堂を後にして帰路についた国会議員が庁舎の正面玄関に集中し、大混乱とな

ってしまいました。混乱を避けるため、あらかじめ来賓の方々をグループ分けして順次

退出して頂くようにアナウンスしていたのですがうまく伝わらず、玄関で大渋滞が生じ

てしまつたのです。防衛省本省庁舎にこれだけの数の VIPが集まるのも初めてなら大

量の車回しを行うのも初めてで、大勢の職員が奮闘したのですがホテルのようにスム

ーズには行かず、渋滞が解消するまでにかなりの時間がかかつてしまいました。それ

でも大半の先生方は静かに順番を待つて退庁して下さつたのですが、最後の最後ま

で残された先生は激怒しました。その方は役所が事前に配布していた駐車票を携行

せず、なおかつ車が指定駐車場に停まつていなかったため連絡に手間取ってしまっ

たのですが、怒つた国会議員にはそんな弁解は通用しません。私はその場で怒られ、

その日の午後に謝罪に伺った議員会館の事務所で怒鳴り上げられ、最後は出入り禁

止となりました。出入り禁止は長期にわたり、関係修復には大変に書労しました。

行事は計画通りに進むのが当然だと思われており、問題なく終了しても誰も気づか

ないヒ́誰も褒めてはくれません。他方、何か不手際があると、迷惑をかけた相手方から

ばかりでなく省内幹部からもロヒ責されることになります。この事例のように相手方とのト

ラブルが長引いてしまっても、もちろん誰t)助 けてはくれません。イ子事の運営は「害1に

合わないJ仕事の典型なのです。

公務災害 (?)のギックリ腰

文書課長の後、2007年 (平成 19年 )から2009年 (平成 21年)までの二年間、国会

担当審議官を務めました。時あたかも自民党から民主党への政権交代が現実感をも

つて語られ始めた頃でした。国会ではいわゆる衆参ねじれ現象が発生し、与野党対立

の先鋭化により予算も法案もなかなか成立せず、各省庁はみんな国会対応に大変苦

労していました。防衛省は 2007年 (平成 19年)1月 に省に昇格したばかりでしたが、

折悪しくこの年の秋以降に不祥事が相次ぎました。まず、インド洋における給油支援

活動で米艦艇に対する給油量を取り違えて報告し、海幕幹部が誤りに気付いたにも

拘らず訂正しなかったため、記者会見や国会答弁で誤った説明がなされてしまったと

いういわゆる「給油量取り違え事案Jが問題となりました。同じ頃、同年夏に退任したば



かりの前防衛事務次官が、在任中に取引先商社からゴルフなどの接待を受けていたと

して逮捕されるという7う職事件が発生しました。さらに、年が明けて 2008年 (平成 20

年)2月 には、野島崎沖で海上自衛隊のイージス艦「あたご」が漁船と衝突し、漁船の

船長親子が行方不明となる事故が発生しました。これを)の事案は、いずれ1)衆参両議

院の予算委員会や所管委員会で取り上げられ、厳しく追及されました。国会担当審議

官の私は、与野党の国会対策委員会の先生方や関係する委員会の理事の先生方の

間を走り回つて頭を下げ続けました。防衛省への格上げ法案は民主党も含め与野党

多数の賛成で成立したのですが、あまりに防衛省の不祥事が続くため野党議員から

は「省移行に賛成したのは間違いだった。こんな有様ならばt)う一度「庁 1に格下げす

べきだJなどと壮ヒ判されました。

一連の不祥事に対する追及がようやく下火になった 5月 には、自衛隊体育学校所

属の若い自衛官が国会敷地内に侵入し、議事堂前で切腹を試みるという事件が発生

しましたっ命に男け状はなかったためマスコミからはあまり注 目されなかつたのですが、彼

がたまたま警備の手薄だつた参議院側から侵入したため問題が大きくなりました」私 自

身もこの事件を機に初めて知りましたが、国会施設の管理責任は衆参それぞれの議

院運営委員会が有していたのです。ねじれ国会の下、参議院の議院運営委員長は多

数派野党の民主党の先生で、「国会に軍人が乱入したのは二・二六事件以来だっJと

激怒しました。収拾策を模索するため与野党の理事の間を毎 日走り回り、ひたすら頭

を下げて回りました。担当局長が委員会に出席して謝罪し、やっとのことで事態が収束

した直後のある日、官舎の浴室で風呂の書をとろうとしてかがんだ瞬間に腰に鋭い痛

みが走り、動けなくなりました。典型的なギックリ腰でした。整形外科にかかつたものの

痛みがひかず、厚労省のある先輩に教えて頂いたカイロプラクティック医院で診察して

t,らつたところ、「太腿の後ろの筋内、ハムストリングが張つています」という思いがけな

い診断結果を告げられました。さらに「黒江さん、最近お辞儀みたいな動きをしました

か ?」 と問われたので、「ここ一年近くずつとお辞儀をし続けて来ましたJと状況を説明

したところ、「ギックリ月要の原因はそれです !お辞儀の動きは大腿に負担がかかるので

す。太腿の裏が張つて負担に耐えられなくなると、次は腰に来て、最後はギックリ腰に

なるのです。労災の認定を受けられると思いますよ」と真顔で言われました。さすがに

公務災害は申請しませんでしたが、今思うと申請していたらどうなつていたのか興味が

あります。ともあれ、この医院に二、三週間通つた結果、幸い腰痛は治りました。余談で

すが、最後の受診で鍼治療を受けてその劇的な効果に驚かされました。鍼を打たれて

15分ほどベッドにうつ伏せになっていただけで、最後まで腰に残つていた鈍痛が嘘の

ように消えてしまったのです。東洋医学の効果を実感し、心から感調すしました。

役所を代表する意識

ある時、先輩から「君ぃ、頭はこうやって使うんだよ」と身振り手振り付きで指導された



ことがありました。要するに、頭を下げることを躊躇するな、という趣旨でした。よく「自分

は他人に頭を下げるのは苦手だJとか「頭を下げるのは嫌いだ」という人がいます。自

分に自信がある、プライドがある、卑屈に見られるのは嫌だ、他人のやったことで謝る

のは筋違いだなど様々な理由があると思います。しかし、不祥事や事故が発生すれば、

その件の担当者や責任者だけでなく、官房長や国会担当審議官も政党の部会や国

会の理事会などの場で謝罪する場面が出てきます。役所を代表して国会対応を行っ

ているからです。

「役所を代表している」ということを実感するきつかけとなったのは、まだ課長だった

頃に出席した与党の病院船に関する会議でした。席上、ある出席議員が「自衛隊が病

院船を装備して運用すべきだと思うJと発言しました。その日の会議は病院船の調達

や管理の在り方ではなく災害時の活用の仕方がテーマだったので、調達の担当の課

長は出席していませんでした。また、提起された論点についてはその会議でも既に議

論されたことがあり、自衛隊が病院機能専門の艦艇を持つのは非効率なので護衛艦

や輸送艦などに医療機能を併せ持たせるという方向で既に決着済みでした。自分の

担当でもないし、特にその点を詰めることもなく議事が進んで行ったので、私は応答し

ませんでした。すると、会議の事務方の党職員が即座に飛んできて、「防衛庁、ちゃん

と経緯を説明しなきゃ出席者が誤解するだろうっ」と思い切り私をどやしつけるのです。

この時は大事には至りませんでしたが、叱られて初めて「防衛庁関係者が私一人しか

いないのだから、自衛隊関連の質問には全て私が答えるものと期待されているのだ」と

いうごく当然のことに気づかされました。もちろん、間違つたことを答えてはいけません

が、自信がなければ「正確な資料を持ち合わせていないので違っていたら後刻改めて

訂正します」と留保をつければ良いだけのことです。

それ以来、部外の会議に出席する時には、自分の所掌外の質問であつたとしても

出来る限り答えようと努力するようになりました。特に、文書課長や国会担当審議官は

国会想定問答を全て入手できるので、日頃からそれらに目を通して、何を聞かれても

一通りの答が出来るように準備していました。こんなことを繰り返しているうちに、所掌と

か責任とかがあまり気にならなくなり、事故や不祥事について部外に対して謝罪するこ

とも自然にできるようになっていきました。後輩から「黒江さんて本当に申し訳なさそう

に頭を下げますよね」と言われたこともありました。もしかすると、すぐに頭を下げる卑屈

な奴だと思われていたのかも知れませんが、その頃には「防衛省を代表して謝る」のは

ごく自然なことと思えるようになつていたので、「本望だJとしか感じませんでした。

笑い話ならいざ知らず、頭を下げ過ぎてギックリ腰を患うなどというのは自慢できる

話ではありません。他の人たちに「腰を痛めるまで頭を下げろ」などと言うつもりもありま

せん。しかし、役所の外に出れば自らの所掌に関係なく「防衛省の代表」と見られるし、

防衛省を代表して頭を下げざるを得ない場面も出てきます。官房に勤務していると、

仕事柄、特にそういう場面に多く出くわします。若い人たちには、過度に自分の所掌に



こだわることなく、「役所の代表として見られているJということをぜひ意識してほしいと

思います。

頭を下げなければならないのは、防衛省の官房に限ったことではありません。今も

あるかも知れませんが、当時は各省庁の総務課長・文書課長が集まる会合や各省庁

の官房長の懇親会が定期的に開かれていました。そんな時には決まって「官房は頭を

下げてなんぼJという話題と愚痴で盛り上がりました。

官房業務は苦労が多くて大変でしたが、仕事をこなす中でコミュニケーション技術

を始めとして様々な実用的なスキルを身につけることが出来たのは思いがけない収穫

でした。次回以降は、それらの技の数々を紹介したいと思います.


